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本論文は種々の炭素濃度の UC を用いて UC のー相領域での炭素の自己拡散係数を 14C をトレーサー





第 2 章は U-C係の状態図わよび存在する化合物とくに非化学量論的組成をもっ UC について記述し
ている。
第 3 章は本研究の実験方法で、電子ビーム溶解による UC試料の作成、拡散対の作成および拡散加
熱後の炭素濃度の測定法についてのべている。
第 4 章は UC o・蜘中の C の自己拡散係数の測定結果であって、拡散係数はD=Doexp(-E/RT) で表
わされ、次の値を得ている。
f Do =1.7 x 10-zcni/sec 
UC o 蜘 ~ (1270~ 16000C ) ー--- l E =57.4士 1.8kcal/mole
f Do = 3 . 28cni/ sec 
UC O•985 ~ (1600~2000oC ) 
-- l E =77.2士2.2kcal/mole
第 5 章はほぼ stoichiometric な組成を持つ UC 1 ・02 中の C の自己拡散係数の測定結果であって次の値
を得ている。
f Do =4.7 X 10-zcni/ sec 
UCl 的{
--1 E =54. 7:t2 .8kcal/mole 
(1400~2000oC ) 
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第 6 章は hypers toichiometric な組成をもっ UC 1 ・ 11 UC 1おおよび、UC 1. 52 中の C の自己拡散係数の測定
結果であって、それぞれ次の値を得ている。
( Do =9.5 X 10~2 cm/sec 
UC ，，，~ 
~.~~ l E =54.2:12 .6kcal/mole 
(l640~20700C ) 
( Do=0.10cm/sec 
UC 1.38 { (2100~2230oC ) 
~ -l E =53.5士10.6kcal/mole
! Do=0 .11cm/ sec 
UC1.52 { (1950~21500C) 
_-l E =54.6士4.6kcal/mole
第 7 章は UC 中の C の拡散の機構について考察を行なったものであって、まず拡散係数の組成依存
性をしらべ、次に非化学量論的UC の統計熱力学的考察より、 UCx 中の格子間炭素濃度および C2pair
濃度について、組成および温度依存性を追及した。その結果、拡散係数の組成依存性と UCx 中の格子




本論文は将来の多くの原子炉の核燃料として有望な UC 中の C の自己拡散現象について研究したも
のである。巾広い非化学量論組成UC についての高温での拡散係数の測定結果は、原子炉中での核分
裂生成物の移動、燃料と被覆材との両立性や燃料の高温特性を知る上に重要な知見を与えるものであ
る。従来この種の結果の少ないことを考えると、本論文は原子力工学ならびに工業に寄与するところ
が大きく博士論文として価値あるものと認める。
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